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札幌国際芸術祭 2020 コミュニケーションデザインディレクター 

募集要項 
 

札幌国際芸術祭実行委員会（以下、「実行委員会」といいます）では、以下のとおり、来

場者や鑑賞者の目線に立って、札幌国際芸術祭（以下、「SIAF」といいます）を分かりや

すく魅力的に伝えていく「コミュニケーションデザインディレクター」の業務受託者を公

募します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 主な業務内容 

実行委員会が定めた２つの方針※1 に基づき、ディレクターチームの一員として、

SIAF2020 の企画を監修するとともに、以下の業務を実施していただきます。 

(1) 芸術祭を分かりやすく魅力的に伝えるための方針の策定に関すること 

(2) コミュニケーションデザインディレクターの 5 つの領域※2の横断的な把握と、企画 

 ディレクターや実行委員会事務局（以下、「事務局」といいます）との協力・連携に関 

すること 

(3) SIAF2020 及び関連する公式行事への出席並びに協力に関すること 

(4) SIAF2020 に関する取材対応等の広報プロモーションへの協力に関すること 

※1,2 上記[コミュニケーションデザインディレクターについて]を参照 

 

２ 応募資格 

(1) コミュニケーションデザインディレクターの 5 つの領域のいずれかの業務に従事し 

た経験がある方 

(2) 札幌市内での活動実績を有するなど、札幌の街や市民の特性を把握している方 

(3) 以下のいずれにも該当しない方。なお、学歴は問いません。 

①2019 年 1 月 1 日現在で、国税及び札幌市税を含む地方税の滞納がある者 

[コミュニケーションデザインディレクターについて] 

実行委員会では、札幌の特徴や魅力を生かしていくため、次回の SIAF を 2020

年度の冬季に開催し、「札幌の魅力を国内外に発信」「市民の創造性の醸成」の２つ

の方針に沿ってプログラムを展開していくこととしています。 

SIAF2020 の企画・監修は、2 名の企画ディレクター（現代アート、メディアア

ート）に、来場者や鑑賞者の目線に立って芸術祭を分かりやすく魅力的に伝えてい

く「コミュニケーションデザインディレクター」を加えたチーム制（参照：別添 体

制図）により行っていきます。 

今回募集するコミュニケーションデザインディレクターには、「広報・PR」「ビジ

ュアル（公式デザイン）」「会場間の動線やサイン」「普及・鑑賞プログラム」「マー

ケティング」の５つの領域を横断的に把握し、来場者や鑑賞者の目線に立ち、

SIAF2020 を分かりやすく魅力的に伝えていくための方針を策定する役割を担っ

ていただきます。従来の手法にとらわれることなく、新しい視点から方針を提案で

きる方を希望しています。 
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②契約を締結する能力を有しない者及び破産者で復権を得ない者 

③暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（1991年法律第 77号）第 32条第１ 

項各号に掲げる者 

④札幌市暴力団の排除の推進に関する条例（2013年条例第６号）第２条第２号に規定す 

る暴力団員又は同条例第７条第１項に規定する暴力団関係事業者 

 

３ 募集人員 

  １名 

 

４ 選考方法 

下記の選考基準に基づき、提出された書類により一次選考を行い、一次選考を通過さ

れた方のみ二次選考（面接）を行います。その後、二次選考を通過された方と詳細につ

いて協議を行った上で、実行委員会の決定を経て業務委託契約を結びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 業務期間等 

(1) 業務期間 

2019 年４月中旬から 2021 年 3 月末まで【予定】 

(2) 業務日・時間等 

特に指定はありません。ただし、ディレクターチームや５つの領域のスタッフ、事 

務局との打ち合わせや会議等に参加していただきます。 

※ スカイプ等で会議にご参加いただく場合もあります。 

※ ディレクターチーム間の打ち合わせは、基本的に英語になります。 

(3) 業務場所 

特に指定はありません。事務局内で業務を行う場合は、共有スペースをご利用いた 

だけます。 

 

６ 委託料 

450 万円（業務期間の総額） 

※ 事務局の依頼に基づき出張が発生する場合は、別途、旅費を支給します。 

 

【選考基準】 

(1) 芸術祭を分かりやすく、魅力的に伝える要素※1を統括できる。 

(2) 芸術祭の広報・普及等に多様なメディア（印刷・電子媒体、空間・動線計画等）

を活用し、複合的、統合的にデザインすることができる。 

(3) 来場者・鑑賞者の目線※2に立った方針を提案できる。 
 
※1 「広報・ＰＲ」「ビジュアル（公式デザイン）」「会場間の動線やサイン」「普及・鑑賞プログラ

ム」「マーケティング」の５つを指す。 

※2 札幌市内で活動実績を有するなど、札幌の街や市民の特性を把握していること、また、英語で

コミュニケーションできることが望ましい。 
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７ 応募方法  

下記8(4)の期限までに、次の書類を以下の提出先まで郵送または持参により提出して

ください。 

(1) 申込書（所定の様式） 

(2) 履歴書（所定の様式） 

(3) 職務経歴書（Ａ4サイズ、片面、様式・枚数は自由。具体的な業務内容の記載を含みます） 

(4) 小論文（Ａ4 サイズ、片面、様式・枚数は自由。下記のテーマについて、2,000 字程度 

であなたの考えを記載してください） 

【テーマ】 

「来場者や鑑賞者の目線に立ってSIAF2020を分かりやすく魅力的に伝えるために、

どのような方針を策定していくか」 

・過去２回の SIAF を踏まえて記述してください。 

・ご自身の知識や経験をどのように生かしていくかについても触れてください。 
 

※ 提出書類の追加は認めません。また、一度提出いただいた書類の返却はできませ

んのでご了承ください。なお、個人情報については、本募集以外のものに用いるこ

とは一切ありません。 

 

【申込書等提出先】 

  札幌国際芸術祭実行委員会事務局 公募担当 

  住所：〒060-0001 

札幌市中央区北1条西2丁目1番地 札幌時計台ビル10階（札幌市文化部内） 

E‐mail：info@siaf.jp 

FAX：011-218-5154 

 

【事務等取扱時間】 

  午前8時45分から午後5時15分まで（土日祝祭日を除く） 

 

  【質問及び回答】 

(1) 質問は、下記8(2)の質問書提出期限までに「質問書」（所定の様式）を申込書送付先にE 

メールまたはFAXにより提出してください。なお、Eメールで提出する場合は、件名を「（質問）デ 

ィレクター募集」としてください。 

(2) 口頭による質問や個別の回答はしておりません。 

(3) 質問書には質問を複数記載することも、複数枚の質問書を提出することもできます。 

(4) 全ての質問書に対する回答は、札幌国際芸術祭公式ウェブサイトにて回答し、回答は募集要

項の追加または修正として取り扱います。 
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８ 募集・選考・決定スケジュール 

(1) 募集開始   2018年 11月 27日（火） 

(2) 質問書提出期限   2018年 12月 07日（金）午後５時まで【必着】 

(3) 質問書に関する回答  2018年 12月 14日（金）午後 5時【予定】 

(4) 申込書提出期限   2019年 01月 18日（金）【当日消印有効】 

                         ※持参の場合は、午後 5時まで。 

(5) 一次選考（結果通知）  2019年 02月 07日（木）【予定】 

※ 結果は郵送または電話で通知します。 

(6) 二次選考（面接）  2019年 02月 22日（金）【予定】 

会場：札幌市内中心部 

※ 会場、集合時間等は別途、お知らせします。 

※ 札幌市外在住の場合は、スカイプによる面接も認めます。 

※ 面接のための交通費の支給はありません。 

(7) 候補者決定通知   2019年 03月上旬【予定】 

※ 結果は郵送または電話で通知します。 

※ 3月下旬に開催予定の実行委員会に諮り、最終決定となります。その後、契約手続きを進 

めていきます。 

 

９ お問い合わせ先 

  札幌国際芸術祭実行委員会事務局 担当 佐藤、新井田 

  ＴＥＬ：011-211-2314 ＦＡＸ：011-218-5154 

  E‐mail：info@siaf.jp 

【問い合わせ対応時間】 

   土日祝祭日を除く午前8時45分から午後5時15分まで 

mailto:info@siaf.jp


◎実行委員会が定めたSIAF2020の方針※1に基づき、企画チームと事務局が協力してSIAF2020をつくりあげていきます。

SIAF2020 実施体制図

◎各領域の人選はディ
レクターチーム及び事
務局で協議の上、決定
します。

札幌国際芸術祭実行委員会/札幌市

企画チーム

札幌国際芸術祭実行委員会

事務局

SIAF

コミッティー ※2

企画ディレクター
（メディアアート）

広報・PR

ビジュアル
（公式デザイン）

動線・サイン

マーケティング

※企画ディレクター（現代
アート）の天野太郎が兼務

天野 太郎
（横浜市民ギャラリーあざみ野主席学芸員）

ｱｸﾞﾆｴｼｭｶ・ｸﾋﾞﾂｶ=ｼﾞｪﾄﾞｼｪﾂｶ
（ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞWROｱｰﾄｾﾝﾀｰ所属 ﾒﾃﾞｨｱｱｰﾄｷｭﾚｰﾀｰ）

別添

助言

SIAF2020の方針に基づき、３人のディレクターによるチームでSIAF2020を企画・監修していきます。

普及・鑑賞プログラム

◎以下の5つの領域を横断的にまとめます。
協力・連携

統括ディレクター

協力・連携して実施

※1 募集要項の[コミュニケーションデザインディレクター]を参照 ※2 専門的な見地から事務局に対し助言する組織

企画ディレクター
（現代アート）

コミュニケーションデザイン
ディレクター


